
- 1 - 

 

 

１ 日  時   令和２年９月 16 日（水）５校時（15：00～15：50）  場所 ２Ａ教室 

２ 学年・組   第２学年Ａ組（男子 16名，女子 13名，計 29名） 

 

 

３ 単元観 
 
 本教材は，学習指導要領「（Ｃ）読むこと（１）ア・イ（２）ア」「知識及び技能（３）我が国の言
語文化に関する事項（１）ウ（ア）（イ）」と対応して設定されている。 
 文学的文章における系統上の位置付けとしては，小学校で「物語を聞く・演じる・感想を書く・感想
を述べる」第１学年で「心情の変化・情景描写に着目して物語を捉える」を既習している。そのため本
学年では「登場人物と自分の心情とを照らし合わせながら考えることで，物語を深く読む」ことに重点
を置きたい。 
 ここでの学習が，第３学年での「情景や人物の描写から心情を捉え，社会と人との関わりについて考
える」という学習に発展していく。 

本学級の生徒は，自らの考えを主体的に述べることができる。また，自己と他者との意見の相違に対
して，質問や反論を投げかけることによって議論に転じるという，発展的な学習場面も多く設けること
ができている。 

しかしその一方で，恒常化した学習に対する意欲の低下も見られる。具体的には，自らの意見にこだ
わるあまり言いっ放しで終わったり，物事を多角的に見たりすることができていない部分もある。 

また，１学期末に実施した授業評価アンケートにおいて，「授業は，よく分かります。」に対する肯定
的回答は，100％であり，良好であると言える。しかしその一方で，「学習の振り返りをするときには，
もっと考えてみたいこと，もっと調べてみたいこと，もっと工夫してみたいことなどを考えています。」
という振り返りの観点は，“よく”の割合が 28.0％に留まった。このことから，授業時には理解できて
いても，それを“社会生活に生かす”ことまでには及んでおらず，もっと深く知りたいという主体的な
学習者としての態度も身に付いていないように見受けられる。 
 

前述のような課題を打開すべく，本教材を選択した。物語文のなかでも“文脈を捉えて人物の心情を
想像する”という多角的視点や社会生活・社会経験を基にした考えを，自分の言葉として表現する力は，
生徒たちの今後を見据えたときに必須であると考える。 

読むということは，読み取ることだけでなく，読んだことに対して自分の考えをもつことまでもを含
んだ，本来動的な営みである。「文脈」や「展開」に注意して読み取ることを通して，内容や表現に対
して，生徒が自分の考えを持てるよう指導したい。これは，ＰＩＳＡ調査や全国的な学力調査でも求め
られた重要な力である。 

本校の実態は，Ｒ元年度全国学力・学習状況調査結果において，【全体】が，81.0％（全国比＋7.0pt）
であり，その中でも，【話す・聞く能力】が，77.3％（全国比＋6.2pt）であった。 

また，Ｈ３０全国学力・学習状況調査結果は，国語Ａ（基礎）が７８（全国比＋１．９pt）国語Ｂ（応
用）が６３（全国比＋１．８pt）である。 

以上の結果より，話す・聞く能力や応用に対して，やや課題があることが見受けられる。本教材を通
して，目標達成のための他者との聴き合いや，考えを深めることについての力を身に付けさせたい。 
 さらに，生徒主体の授業運営で教材を読み進め，基礎・基本の定着を図る。その上で，生徒の提示し
た疑問や課題を解決に導き，主体的な学びを実現するとともに，本教材を学習する意義を見出したい。 

 

４ 生徒観 
 

 

５ 指導観 
 

国語科 第２学年 神石高原町立三和中学校 指導者  藤田良平 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  「主体性」「協働的課題解決力」「振り返り力（メタ認知）」 

“心の声”を聴いてみよう 
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６ 単元の目標と評価規準 
 

 

〈 単元の目標 〉 

 ・心情を表す語句が作品にどのような影響を与えているのかを話の展開に沿って捉えることができる。 
 ・登場人物の描写や言動の作品における効果について考えることができる。 
＜評価規準＞ 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 伝統的な言語文化 
・進んで作品を読み，家族の人間関係

や，「僕」の目線で語られる表現に
関心をもっている。 

・「父親」に対する「僕」の心情を，
二人の関係を表す言葉を関連づけ
てまとめている。 

・「父親」と「僕」との心の距離感を，
「僕」の言動を取り上げ，関係づけ
てまとめている。 

 

・登場人物の人柄や心情が抽象的に表
現されている語句や言い回しに気付
き，それらを具体的に説明している。 

      

      
７ 指導と評価の計画 

 
○本単元で身に付けさせたい資質・能力と評価規準 

 

資質・能力 
評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体性 

・課題に向き合うことができ

ている。 

・会話文の効果に気付き，課題解

決にそれを活用しようとしてい

る。 

・課題解決のために自分の考えと

人物の心情を照らし合わせ，役割

演技を通して体験的に取り組ん

でいる。 

協働的課題解決力 
・地の文に隠された心情を他

者に説明することができる。 

・人物の心情を読み取るに至った

根拠を説明することができる。 

・地の文から読み取った登場人物

の心情について，役割演技を通し

て説明することができる。 

振り返り力 

（メタ認知力） 

・心の声に気付くことができ

たと実感している。 

・物語の内容に即して，心の声と

してふさわしい表現を考えるこ

とができたと実感している。 

・自分だったらどう思うかという心情

を，役割演技によって表現すること

ができたと実感している。 

 
 
〔ＩＣＥモデル〕  
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

【考え・基礎知識】 
 「」（会話文）で表現さ

れていない，心の声に気付

くことができる。 

【応用・ひろがり】 
 「」（会話文）で表現され
ていない心の声を，自分だっ
たら何と発するのか，役割演
技を通して体験的に考える
ことができる。 

【つながり】 
 「」（会話文）で表現され

ていない心の声を，自分なり

に考えることができる。 
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（全８時間） 
次 学習活動 生徒の思考の流れ 

観点 評   価 
関 読 知 ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法) 

１         本文を通読し，内容を理解するとともに，今後の学習の見通しをもつことができる。 

・題名の「盆土産」とはどんなも
のかを想像する。 

 
・本文を通読して，初発の感想を
交流する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
・物語に対する感想を交流し
よう。その中で，自分の考え
と友だちの考えを比較して
みよう。 

〇 〇  ◇★教材文を何のために読むのか理解してい
る。（行動観察）【主体性】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２         登場人物それぞれの人柄と特徴をつかむ。 

・登場人物を確認し，それぞれの
特徴を整理する。 

 
 
 
・登場人物の言動に着目する。 
 

 
 

・人物像がつかめるところ
に着目し，ワークシートに
まとめてみよう。 
 
 
・見落としがないか，教科
書の本文にラインを入れ
よう。 

 〇 

 

 

 

 

〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇★読み取りを基にして，人物像の把握に努
めている。（行動観察・ワークシート）【
協働的課題解決力】 

３ 

・ 

４ 

登場人物の心情変化について理解することができる。 

・「僕」の心情がどのように変化
しているのか，心情曲線を描き
，理解を深める。 

 
 
・心情曲線を基に，友だちと意見
交流をする。 

 
 

・心情曲線として心の動きを
捉えることで，視覚的に理
解がしやすいな。 

 
 
・友だちの作成したものと比

較し，物語の叙述をたどり
ながら整理する。 

 〇 

 

 

 

 

〇 
 

◇自分なりに心情曲線の効果を考え，まとめ
ることができている。（ワークシート・教
科書） 

 
 
★物語文において，登場人物の心の変化に目
を向けることの効果を実感している。（振
り返りシート）【振り返り力】 

 
 

５ 

・

６ 

        本文をまとまり毎に読み，場面の移り変わりをつかむ。 

・「僕」の目線から見た「父っち
ゃ」の人柄をつかむ。 

 
 
・まとまり毎に「父っちゃ」に対
する思いの変化を読み取る。 

 
 
 
 
 

・「僕」の言動を，ワークシ
ートに書き出してみよう。 

 
 
・書き出したものを整理し，
場面毎にまとめてみよう。 

 
 
 
 
 
 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 ◇★登場人物の思いに迫る解釈をしている。(
ワークシート)【協働的課題解決力】 

 
 
◇記述したものを他者に伝えることができる
。（ワークシート） 

課題の理解 

（単元を貫く課題）※教師側の捉え 
 
  物語を通して，人の心情を敏感に察知し，それを文章で表現することができる。 

内容読解 

 

内容読解 

内容読解 
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７ 

本 

時 

                 登場人物の“心の声”を聴くかのように，その心情を読み取ることができる。 

・P.102 L.6「なぜだかしゃくりあ
げそうになって」とP.102 L.7「
ドライアイスもいらねべな」と
いうような，矛盾とも捉えられ
る心情変化に着目して読む。 

 
・P.103 L.8「また買ってくるすけ
･･･」の「･･･」には，どんな気
持ちが隠されているのか。人物
の心情に迫る。（グループ） 

 
・役割演技によって，心の声を実
際に発する。 

・場面毎を比較して読むこと 
で，心情の変化をつかもう。 
 
 
 
・他のグループと交流して 
みよう。 
 
 
 
 
・登場人物の心情を理解した 
うえで，心の声を言語化して 
みよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

○ 
 

 

 

 

 

○ 

 ◇教科書の叙述を辿りながら考えることがで
きている。また，生徒相互に意見をつなぎ
ながら深めることができている。（行動観
察） 

 
 
◇適切に読み取り，考察に結びつけることが
できている。（ＫＪ法・ふせん） 

 
 
 
◇役割演技を通して登場人物の心情をより理
解し，言語化することができる。（役割演
技）【協働的課題解決力】 

８ 
 

物語を通して，作者が伝えたかったことを，自分の言葉に置き換えて伝える。 

・「父っちゃ」の盆土産が「僕」
にどのような影響を与えたかを
考える。 

 
・これまでの学習を振り返る。 

・盆土産によって，これまで
の心の動きが，最終的にど
のようなものになったか
考えていこう。 

 

 ○  

 

 

 

○ 

◇これまでの内容をまとめるとともに，登場人物
の心情を自分に置き換えて考え，感想を書く
ことができる。（原稿用紙）【書く力】 

 

パフォーマンス課題 
 

 

パフォーマンス課題のシナリオ 
 
 
A：物語文には，「 」（会話文）の表現によって，登場人物の“声”が表現されているけど，会話文がな
くても“声”が聞こえてくることってあるよね。 
 
B：会話文がなければ，登場人物は声を発していないということだから，何も聞こえてこないよ。 
 
A：たとえば，P.102 の L.6 にある，“すると，なぜだか不意にしゃくりあげそうになって”という部分は，
会話文ではないよね？ でも，何かを言いたいんだという“心の声”が聞こえてこない？ 
 
B：たしかに。でも，その次の行の「冬だら，ドライアイスもいらねべな。」というセリフの感情とは，まっ
たく整合性がとれていないよね。 
 
A：そうだね。物語文には，このように直接は書かれていないけれど，登場人物の“心の声”として，心情
が読み取れる表現がたくさんあるんだ。それを考えることによって，物語をもっと深く知ることができるん
だよ。 
 
B：じゃあ早速，この“心の声”は何と言っているのか，考えてみよう!! 
 
 
 

予備的ルーブリック 

 
尺度 

(評点，レベル) 
記述語 

(パフォーマンスの特徴) 

３ 
理想的 

 「    」（会話文）で表現されていない心の声を，自分だったら何と発するのか
，役割演技を通して体験的に考えることができる。 

２ 
合格 

 「    」（会話文）で表現されていない心の声を，自分なりに考えることができる。 

１ 
乗り越えさせたい実態 

 「    」（会話文）で表現されていない，心の声に気付くことができる。 

育てたい資質・能力 主体性，協働的課題解決力，振り返り力（メタ認知力） 

教科の評価規準    登場人物の心情について，叙述を辿りながら読み取ることができる。 

まとめ 

パフォーマンス課題 
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８ 本時の学習 

 
(１) 本時の目標 

登場人物の“心の声”を聴くかのごとく，その心情を読み取ることができる。 

 

(２)  本時の展開 

 
 
 

学習活動 
◇指導上の留意事項 

◆配慮の必要な生徒への支援 
評価規準 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１．漢字の学習をする。〔３分〕 
〇小プリント 
 

◆答案を交換して相互評価をする。 
 

 
 

 
 

２．学習内容を確認する。〔３分〕 

○学習内容と目標を確認する。 
 
〇本時の流れを確認する。 

◇本時はどのような内容を目標とすれば
よいか，生徒が主体的に決めるよう促
す。 

◆活動の手順を示すことで，学習の見通
しを持つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

３．登場人物の心情（心の声）を読み取る。〔３７分〕 

○既習事項を確認する。 
 
 
〇P.102 L.6「なぜだかしゃくりあげそ
うになって」とP.102 L.7「ドライア
イスもいらねべな」というような，
一見矛盾とも捉えられる心情変化に
着目して読む。 

 
 
〇P.103 L.8「また買ってくるすけ・・
・」の「・・・」には，どんな気持
ちが隠されているのか。人物の心情
に迫る。（グループ） 

 
 
○役割演技によって，心の声を実際
に発する。 

◇登場人物や時系列毎の出来事などを確
認する。その際，ペアワークや不特定多
数との交流を図る。 

 
◇教科書の叙述を辿りながら考える。ま
た，生徒相互に意見をつなぎながら深め
る。 

 
 
 
◇小グループでの筆談による意見交換の
のち，別のグループに考えを伝える。 

 
 
 
 
◇無作為に指名し，「父っちゃ」と「僕」
で役割演技をする。 

◇教科書を見ること
なく，自分の言葉で
話すことができて
いる。  
 
 
 
 
 
 
◇自分やグループの
考えを他者に伝え
ることができてい
る。 
 
 
 
◇登場人物の心情を
理解したうえで，心
の声を言語化して
いる。  

 
 
 
 

４．本時のまとめ，振り返りをする。〔７分〕 

○振り返りを行い，学びの自覚を記 
録する。 
 
○振り返りの交流を行う。 

◇振り返り用１枚ポートフォリオを活用 
する。 
 
◇学んだことを中心とした振り返りを， 
発表によって伝え合う。 

 ★本時の学習を通
して何を学んだか
認識し，今後どの
ように活用してい
くか考えて書いて
いる。【ふり返り
力】 

【本時の目標】 

登場人物の“心の声”を聴くかのように，その心情を読み取ることができる。 

【思考の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この物語では，

場面毎に登場

人物の心情が

変化している

な。 

 

 

物語文には，「」

（会話文）とな

っていない箇

所でも，心の声

として心情が

読み取れる部

分があるな。 

 

 

本当は言いた

かったけど言

えないような，

「」（会話文）

になっていな

い心の声を考

えてみよう。 

 

 

実際に自分だ

ったらどんな

言葉を発する

のか，役割演技

を通して体験

的に考えてみ

よう。 
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